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は全 7 章構成となっており、各章の詳細は以下の通りである。 
第 1 章では経済的資産に基づく移住と脆弱性のトレードオフに関する既往研究、在
地社会に見られるリスク対応としての「在地リスク回避」の概念を整理した上で、本研
究で用いる Structure and Agent Model を概説し、研究目的、対象地選定の意義につ
いて論じている。Structure and Agent Model とは社会学、計画学で用いられる概念で
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